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図1　公共建築物延面積割合

佐久市公共施設等総合管理計画より

第１章　学校施設の長寿命化計画の背景・目的等

１　背景

佐久市の学校施設は、図1のとおり、公共建築物延面積の3分の1以上を占めています。そ

のうちの3分の2近くは小学校になりますが、これらの多くは第二次ベビーブームに伴う児童

数の増加に併せて建設されており、今後の修繕や建替えの際に要する多額の費用は、その

時期が重なることで、将来的な財政の大きな負担となることが予想されます。

佐久市における児童生徒数は減少傾向にあり、現在臼田地区では、4つの小学校を1つに

統合する事業が進められています。一方で、佐久平駅周辺の児童生徒数は増加傾向にあ

り、岩村田小学校の過大規模解消のために分離新設して、平成27年4月に開校した佐久平

浅間小学校では、増築事業に着手し、同地区の浅間中学校においても、教室数の不足を

解消するための増築計画が具体化しています。

今後は、中長期における計画的な施設改修や維持管理のほか、施設の有効活用を含め

た学校施設の適切な管理が重要な課題となっています。

学校

36.91%
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図2　方針の位置付け

佐久市公共施設等総合管理計画より

表1　対象施設

学校施設

小学校

中学校

１７校

　７校

２　目的

３　計画期間

４　対象施設

「佐久市学校施設の長寿命化計画」（以下「本計画」という。）は、これらの背景を踏まえて

学校施設を総合的観点で捉え、長寿命化できるものは長寿命化し、適切に改修・改築をす

るとともに、教育環境の質的改善も考慮しながら、中長期的な維持管理に要するコストの縮

減と平準化を図ることを目的として策定するものです。

なお、本計画は、佐久市公共施設等総合管理計画（平成31年2月）に基づく学校施設の

個別施設計画として位置づけるとともに、施設整備計画は本計画に基づき策定していくこと

とします。

計画期間は、令和3（2021）年度から令和42（2060）年度までの40年間とします。計画の実

施にあたっては、定期点検等により継続的に建物の老朽化状況を把握し、整備方針が変

わったときなどに適宜計画の見直しを行うこととします。また、「佐久市公共施設等総合管理

計画」の見直しが行われた際は、必要に応じて本計画も見直します。
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第２章　学校施設の目指すべき姿

１　安全・安心な施設環境の確保

学校施設は、児童生徒が一日の大半を過ごす活動の場であるとともに、災害時には地域

の避難所としての役割も果たすことから、その安全性は極めて重要です。

児童生徒が安心して学校生活を送れるよう、防災や防犯に配慮した施設の整備を図るとと

もに、防災機能の強化やユニバーサルデザイン化、バリアフリー化を積極的に進める必要が

あります。

２　教育環境の質的向上

近年の教育内容の多様化や児童生徒の生活様式の変化を踏まえ、ＩＣＴ環境の整備やト

イレの洋式化、エアコンの整備など、時代のニーズに対応した教育環境の質的整備のほ

か、太陽光発電設備やＬＥＤ照明の採用などにより省エネルギー化を図ることで、環境に配

慮した施設整備を積極的に進める必要があります。
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表2　児童生徒数及び学級数 （令和2年5月1日現在）

 高瀬小学校  佐久市鳴瀬１３５０番地１

 野沢小学校

12

319 15

 佐久市長土呂１７１７ 777 32 26

6

16

18

通常
学級

特別
支援

通常学級
在籍者数

特別
支援

16 3

 佐久平浅間小学校

児童生徒数（人）

 中佐都小学校  佐久市塚原８０８

 岩村田小学校  佐久市岩村田２６４１番地２ 443 18

第３章　学校施設の実態

１　学校施設の運営状況・活用状況等の実態

（１）　対象施設一覧

学級数（学級）

 佐久市取出町４７２番地３

 泉小学校  佐久市三塚２７３番地１

 岸野小学校  佐久市伴野１７２５

3

所在地名称

16320

482 27

154

小学校　計

 中込中学校  佐久市平賀２３１３

 東中学校

3

 浅間中学校  佐久市岩村田１３６１ 729 24 22 4

15 野沢中学校

13

 切原小学校  佐久市中小田切１００番地１

 佐久城山小学校  佐久市平賀５３２５番地１

 平根小学校  佐久市上平尾９３６

 東小学校  佐久市志賀６１２８番地１

5

 佐久市甲２００３番地１

316 36

373 28

 中込小学校  佐久市中込４９１

 臼田小学校  佐久市臼田２６４番地３ 195 5

 浅科小学校

 望月小学校  佐久市協和５２２９

 佐久市野沢３３５番地１ 474 19

4

275 19 12 4

 佐久市新子田１３９６番地１ 235 12 8 3

13 12 2

4,839 308 194 53

12

347

4

154 18

11

7 3

7 6 2

88 2 6 1

3 6 1

12 3

9 2

5

253 32 12

 臼田中学校  佐久市下越２８６番地１ 302 7 9 2

 浅科中学校  佐久市八幡１５０ 135

中学校　計 2,419 92 79 18

7,258 400 273 71小・中学校　合計

4

275

小
学
校

中
学
校

 望月中学校  佐久市協和６９２５ 197 10 7 2

 田口小学校  佐久市田口３０００番地１ 225 21 10 3

 青沼小学校  佐久市入澤１５２番地１ 46

5

2

3

144 15 6 3
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図3　児童生徒数の推移

※将来人口推計値を基に算出

（２）　児童生徒数の変化

平成17年度から令和2年度までの推移（実測値）と、佐久市人口ビジョンの推計値をもとに

算出した、令和7年度以降の推計値を示します。

平成
１７
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平成
２２
年度
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年度
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２

年度
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７

年度

令和
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年度

令和
１７
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令和
２２
年度
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年度

令和
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児童生徒数 9,342 8,938 8,050 7,658 7,336 6,818 6,346 5,929 5,559 5,205

児童数 6,264 5,884 5,387 5,147 4,916 4,552 4,250 3,984 3,739 3,511

生徒数 3,078 3,054 2,663 2,511 2,420 2,266 2,096 1,945 1,820 1,694
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図4　学校施設配置図

小学校

中学校

統合予定小学校

令和5年度開校予定　新小学校

（３）　学校施設の配置状況
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望月中学校 中込中学校

中込小学校

佐久城山小学校

臼田中学校

野沢中学校

野沢小学校

泉小学校

岸野小学校

東中学校

東小学校

浅間中学校

高瀬小学校

中佐都小学校

望月小学校

臼田小学校

切原小学校

田口小学校

青沼小学校

臼田地区新小学校（仮称）

佐久平浅間小学校 岩村田小学校
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表3　施設関連経費の推移 （単位：万円）

図5　施設関連経費の推移

257,903 314,767 105,197 196,669 176,278 210,163

維持修繕費 1,039 778 1,642 1,087 4,665 1,842

光熱水費・委託費等 19,066 15,165 12,440 12,973 14,176 14,764

施設整備費 236,923 298,630 91,115 182,364 156,418 193,090

その他施設整備費
（プール、グラウンド整備）

875 194 0 245 1,019 467

施設関連経費合計

平成27年度から令和元年度までの施設関連経費の平均は、約21億円/年となっていま

す。

最も高い施設整備費については、望月中学校（H23～H28)と岩村田小学校（H24～R1)の

改築事業がその大部分を占め、法令適合のための吊り天井の落下防止対策（H26～H29)

や、環境改善を目的としたトイレの洋式化工事（H28～H30)、エアコン設置工事（H30)といっ

た大規模な工事が続いたことが要因と考えられます。

平成27年度 平成28年度

（４）　施設関連経費の推移

平成29年度 平成30年度 令和元年度 5年平均

0
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2,500

3,000

3,500

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度

（百万円） 施設関連経費の推移

施設整備費 その他施設整備費 維持修繕費 光熱水費・委託費等
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図6　築年別整備状況

※200㎡以上の校舎、体育館を対象として算出

（５）　学校施設の保有量

佐久市の学校施設は、築30年以上の建物が7.1万㎡（44％）、築50年以上の建物が0.4万

㎡（2％）になります。ただし、築50年以上の建物はすべて統合が決定している臼田地区の

小学校であり、このほかは築50年未満であることから、これらについては長寿命化による対

応の可能性を検討する必要があると考えられます。

　なお、旧耐震基準（昭和56年以前）の建物を3.7万㎡（22％）保有していますが、これらの建

物の耐震診断とその結果必要となった補強工事は完了しています。
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対象建物
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築30年以上 47棟（47%） 7.1万㎡（44%）
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4.8万㎡(29%)

築40年以上

2万㎡(12%)
築20年以上
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築10年以上

3.4万㎡(21%)
築10年未満

4.1万㎡(25%)

築50年以上

0.4万㎡(2%)

築年別整備状況

新耐震基準（昭和57年以降）

73棟（74%） 12.7万㎡（78%）

旧耐震基準（昭和56年以前）

26棟（26%） 3.7万㎡（22%）

小学校 校舎 中学校 校舎 小学校 体育館 中学校 体育館 武道場 幼稚園 寄宿舎 給食センター その他

（延べ面積 ㎡）

（建築年度）

小学校 校舎 中学校 校舎 小学校 体育館 中学校 体育館 武道場
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図7　今後の維持・更新コスト（従来型）

築45年程度で改築（建替え）をしてきた従来の整備方法を今後も継続していった場合、今

後40年間に必要な費用は1,054億円（26.4億円/年）となり、これは、直近5年間の施設整備

費の平均の1.3倍となります。

改築は令和8年にピークを迎え、今後10年間は32.9億円/年が必要になり、その後、近年

建てられた学校施設も令和30年代に入ると築45年を迎えることから、35.4億円/年が必要に

なってきます。

新築後、改築を迎えるまでの45年の間に必要な大規模改造にかかる費用も、年間にかか

る費用を押し上げる要因となっています。

厳しい財政状況下において従来のような改築中心の整備を継続することは困難であり、対

応策を検討する必要があります。

（６）　今後の維持・更新コスト（従来型）
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40年間の総額

1,054億円

32.9億円/年

対象建物

15.7万㎡

86棟

40年間の平均

26.4億円/年
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過去の

施設関連経費

21.0億円/年
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・委託費

新築
（臼田新小学校）
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表4-1　劣化状況等の評価（小学校）

概ね良好 部分的に劣化 広範囲に劣化 早急に対応する必要がある

２　学校施設老朽化状況の実態

（１）　構造躯体の健全性の評価及び構造躯体以外の劣化状況等の評価

1 451 岩村田小学校 校舎 13 小学校 校舎 RC 1 571 2016 H28 4 新 - - - - 長寿命 A A A A A 100

2 451 岩村田小学校 校舎 14 小学校 校舎 RC 3 3,521 2016 H28 4 新 - - - - 長寿命 A A A A A 100

3 451 岩村田小学校 校舎 15 小学校 校舎 RC 3 1,262 2016 H28 4 新 - - - - 長寿命 A A A A A 100

4 451 岩村田小学校 校舎 17 小学校 校舎 RC 3 2,795 2018 H30 2 新 - - - - 長寿命 A A A A A 100

5 451 岩村田小学校 体育館 18 小学校 体育館 RC 1 1,430 2018 H30 2 新 - - - - 長寿命 A A A A A 100

6 451 岩村田小学校 多目的ホール 19 小学校 校舎 RC 1 336 2018 H30 2 新 - - - - 長寿命 A A A A A 100

7 465
佐久平浅間小学
校

校舎 1-1 小学校 校舎 RC 3 2,200 2014 H26 6 新 - - - - 長寿命 A A A A A 100

8 465
佐久平浅間小学
校

校舎 1-2 小学校 校舎 RC 3 1,366 2014 H26 6 新 - - - - 長寿命 A A A A A 100

9 465
佐久平浅間小学
校

校舎 2 小学校 校舎 RC 3 1,022 2014 H26 6 新 - - - - 長寿命 A A A A A 100

10 465
佐久平浅間小学
校

校舎 3 小学校 校舎 RC 3 3,551 2014 H26 6 新 - - - - 長寿命 A A A A A 100

11 465
佐久平浅間小学
校

校舎 4 小学校 校舎 RC 1 337 2014 H26 6 新 - - - - 長寿命 A A A A A 100

12 465
佐久平浅間小学
校

体育館 5-1,5-2 小学校 体育館 RC 1 1,397 2014 H26 6 新 - - - - 長寿命 A A A A A 100

13 453 中佐都小学校 校舎 3-1,3-2 小学校 校舎 RC 3 4,018 1984 S59 36 新 - - - - 長寿命 C C C C C 40

14 453 中佐都小学校 体育館 4 小学校 体育館 RC 1 1,092 1985 S60 35 新 - - - - 長寿命 C C B A C 61

15 453 中佐都小学校 校舎 7 小学校 校舎 RC 2 330 1998 H10 22 新 - - - - 長寿命 B B B B B 75

16 454 高瀬小学校 校舎 1 小学校 校舎 RC 2 1,541 1981 S56 39 旧 - - - - 長寿命 C C C C C 40

17 454 高瀬小学校 校舎 1-2,5 小学校 校舎 RC 2 217 1998 H10 22 新 - - - - 長寿命 B B B B B 75

18 454 高瀬小学校 校舎 2 小学校 校舎 RC 3 2,158 1982 S57 38 新 - - - - 長寿命 C C C C C 40

19 454 高瀬小学校 体育館 3 小学校 体育館 RC 1 1,000 1983 S58 37 新 - - - - 長寿命 C B B A C 71

20 455 野沢小学校 校舎 1-1,1-2 小学校 校舎 RC 3 2,262 1981 S56 39 旧 済 済 H19 32.7 長寿命 C B C C C 50

21 455 野沢小学校 校舎 2 小学校 校舎 RC 2 1,877 1981 S56 39 旧 - - - - 長寿命 C B C C C 50

22 455 野沢小学校 校舎 3 小学校 校舎 RC 2 1,601 1982 S57 38 新 - - - - 長寿命 C B C C C 50

23 455 野沢小学校 体育館 4-1,4-2 小学校 体育館 RC 1 1,273 1982 S57 38 新 - - - - 長寿命 C C B A C 61

24 455 野沢小学校 校舎 6 小学校 校舎 RC 2 208 2005 H17 15 新 - - - - 長寿命 B B B B B 75

25 463 泉小学校 校舎 8 小学校 校舎 RC 2 5,768 2011 H23 9 新 - - - - 長寿命 A A A A A 100

26 463 泉小学校 体育館 9 小学校 体育館 RC 1 1,256 2012 H24 8 新 - - - - 長寿命 A A A A A 100

27 456 岸野小学校 校舎 2 小学校 校舎 RC 2 1,815 1983 S58 37 新 - - - - 長寿命 B B B C C 66

28 456 岸野小学校 校舎 3 小学校 校舎 RC 3 2,084 1984 S59 36 新 - - - - 長寿命 B B B C C 66

29 456 岸野小学校 体育館 5 小学校 体育館 S 1 1,183 2015 H27 5 新 - - - - 長寿命 A A A A A 100

30 458 中込小学校 校舎 1-1,1-2 小学校 校舎 RC 2 1,923 1976 S51 44 旧 済 - H18 27.5 長寿命 B B C D D 45

31 458 中込小学校 校舎
2-1,2-2,2-
3,2-4,3-

小学校 校舎 RC 1 1,739 1977 S52 43 旧 済 済 H18 27 長寿命 B B C D D 45

32 458 中込小学校 校舎
3-2,3-3,3-
5,4,8

小学校 校舎 RC 2 1,895 1977 S52 43 旧 済 済 H18 22.2 長寿命 B B C D D 45

33 458 中込小学校 体育館 5 小学校 体育館 S 1 1,022 1978 S53 42 旧 済 済 H18 46.2 長寿命 B B B A D 70

34 459 佐久城山小学校 校舎 1,2 小学校 校舎 RC 2 1,788 1980 S55 40 旧 済 済 H19 31.9 長寿命 B B B C C 66

35 459 佐久城山小学校 校舎 3-1,3-2 小学校 校舎 RC 3 3,099 1981 S56 39 旧 済 済 H19 27.1 長寿命 B B B C C 66

36 459 佐久城山小学校 体育館 10-1 小学校 体育館 RC 2 1,264 2002 H14 18 新 - - - - 長寿命 B A A A A 98

37 452 平根小学校 校舎 1-1,1-2 小学校 校舎 RC 3 3,879 1987 S62 33 新 - - - - 長寿命 B C B C C 56

38 452 平根小学校 体育館 3 小学校 体育館 RC 1 1,092 1988 S63 32 新 - - - - 長寿命 B B B A C 74

39 464 東小学校 校舎 1 小学校 校舎 RC 2 2,496 1989 H元 31 新 - - - - 長寿命 B B B B B 75

40 464 東小学校 校舎 2 小学校 校舎 RC 2 2,108 1989 H元 31 新 - - - - 長寿命 B B B B B 75

41 464 東小学校 体育館 3 小学校 体育館 RC 1 1,092 1989 H元 31 新 - - - - 長寿命 B B B A B 78

42 504 田口小学校 体育館 3 小学校 体育館 S 1 1,111 1953 S28 67 旧 0

43 504 田口小学校 校舎 9 小学校 校舎 RC 2 1,490 1972 S47 48 旧 0

44 504 田口小学校 校舎 10,11 小学校 校舎 RC 2 1,657 1973 S48 47 旧 0

45 502 青沼小学校 校舎 13,13-2 小学校 校舎 RC 2 1,549 1976 S51 44 旧 0

46 502 青沼小学校 校舎 14、15 小学校 校舎 RC 1 501 1977 S52 43 旧 0

47 502 青沼小学校 体育館 16 小学校 体育館 RC 2 923 1984 S59 36 新 0

48 502 青沼小学校 校舎 20 小学校 校舎 RC 1 452 1996 H8 24 新 0

49 503 切原小学校 校舎 1 小学校 校舎 RC 2 1,039 1970 S45 50 旧 0

50 503 切原小学校 校舎 4 小学校 校舎 RC 1 253 1970 S45 50 旧 0

51 503 切原小学校 校舎 8 小学校 校舎 RC 2 1,261 1981 S56 39 旧 0

52 503 切原小学校 体育館 10 小学校 体育館 S 2 968 1982 S57 38 新 0

53 503 切原小学校 校舎 11 小学校 校舎 RC 2 617 1983 S58 37 新 0

54 501 臼田小学校 校舎 2-1 小学校 校舎 RC 2 882 1967 S42 53 旧 0

55 501 臼田小学校 校舎 2-2 小学校 校舎 RC 2 529 1974 S49 46 旧 0

56 501 臼田小学校 校舎 5 小学校 校舎 RC 2 1,294 1974 S49 46 旧 0

57 501 臼田小学校 体育館 7 小学校 体育館 S 1 605 1964 S39 56 旧 0

58 501 臼田小学校 校舎
11,12-
1,12-2,12-

小学校 校舎 RC 3 1,814 1975 S50 45 旧 0

59 501 臼田小学校 体育館 15 小学校 体育館 S 1 440 1982 S57 38 新 0

60 641 浅科小学校 西校舎 1 小学校 校舎 RC 3 1,580 1981 S56 39 旧 済 - H10 28.8 長寿命 C C C C C 40

61 641 浅科小学校 東校舎 2 小学校 校舎 RC 3 2,225 1980 S55 40 旧 済 - H10 29.4 長寿命 C C C C C 40

62 641 浅科小学校 食堂 3 小学校 校舎 RC 1 435 1980 S55 40 旧 済 - H10 27.9 長寿命 C C C C C 40

63 641 浅科小学校 体育館 6,7 小学校 体育館 RC 2 1,321 1981 S56 39 旧 済 - H10 27.5 長寿命 B C B A B 68

64 616 望月小学校 校舎 1,3,4 小学校 校舎 RC 2 2,585 2006 H18 14 新 - - - - 長寿命 A B A B B 87

65 616 望月小学校 校舎 2 小学校 校舎 RC 2 3,593 2006 H18 14 新 - - - - 長寿命 A B A B B 87

66 616 望月小学校 校舎 7-1 小学校 校舎 RC 2 1,292 2008 H20 12 新 - - - - 長寿命 A B A B B 87

67 616 望月小学校 体育館 7-2 小学校 体育館 RC 1 1,230 2008 H20 12 新 - - - - 長寿命 A B A A B 90
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表4-2　劣化状況等の評価（中学校）

概ね良好 部分的に劣化 広範囲に劣化 早急に対応する必要がある

68 3711 浅間中学校 校舎 19 中学校 校舎 RC 4 4,227 2008 H20 12 新 - - - - 長寿命 A A A A A 100

69 3711 浅間中学校 校舎 20 中学校 校舎 RC 3 1,379 2008 H20 12 新 - - - - 長寿命 A A A A A 100

70 3711 浅間中学校 校舎 23 中学校 校舎 RC 3 3,946 2009 H21 11 新 - - - - 長寿命 A A A A A 100

71 3711 浅間中学校 体育館 25 中学校 体育館 RC 2 1,833 2010 H22 10 新 - - - - 長寿命 A A A A A 100

72 3712 野沢中学校 校舎 20 中学校 校舎 RC 3 3,092 2003 H15 17 新 - - - - 長寿命 A A A B B 94

73 3712 野沢中学校 校舎 21,22 中学校 校舎 RC 3 3,310 2005 H17 15 新 - - - - 長寿命 A A A B B 94

74 3712 野沢中学校 校舎 23 中学校 校舎 RC 2 1,451 2005 H17 15 新 - - - - 長寿命 A A A B B 94

75 3712 野沢中学校 体育館 24 中学校 体育館 RC 2 1,511 2006 H18 14 新 - - - - 長寿命 A A A A B 97

76 3713 中込中学校 校舎 1,3 中学校 校舎 RC 3 2,757 1992 H4 28 新 - - - - 長寿命 B B B B B 75

77 3713 中込中学校 校舎 2 中学校 校舎 RC 1 383 1992 H4 28 新 - - - - 長寿命 B B B B B 75

78 3713 中込中学校 校舎 4 中学校 校舎 RC 3 1,147 1992 H4 28 新 - - - - 長寿命 B B B B B 75

79 3713 中込中学校 校舎 5,6,7 中学校 校舎 RC 3 2,457 1992 H4 28 新 - - - - 長寿命 B B B B B 75

80 3713 中込中学校 体育館 8 中学校 体育館 RC 1 1,384 1992 H4 28 新 - - - - 長寿命 B B B A B 78

81 3713 中込中学校 体育館 14 中学校 武道場 S 1 540 1985 S60 35 新 - - - - 長寿命 B C C A C 51

82 3714 東中学校 校舎 24 中学校 校舎 RC 3 2,550 1994 H6 26 新 - - - - 長寿命 B B B B B 75

83 3714 東中学校 校舎 25 中学校 校舎 RC 3 2,498 1995 H7 25 新 - - - - 長寿命 B B B B B 75

84 3714 東中学校 校舎 26 中学校 校舎 RC 2 256 1995 H7 25 新 - - - - 長寿命 B B B B B 75

85 3714 東中学校 体育館 27 中学校 体育館 RC 1 1,237 1996 H8 24 新 - - - - 長寿命 B B B A B 78

86 3801 臼田中学校 校舎 14 中学校 校舎 RC 3 2,924 2010 H22 10 新 - - - - 長寿命 A A A A A 100

87 3801 臼田中学校 校舎 15 中学校 校舎 RC 2 617 2010 H22 10 新 - - - - 長寿命 A A A A A 100

88 3801 臼田中学校 校舎 18 中学校 校舎 RC 3 2,791 2011 H23 9 新 - - - - 長寿命 A A A A A 100

89 3801 臼田中学校 校舎 19 中学校 校舎 RC 2 692 2011 H23 9 新 - - - - 長寿命 A A A A A 100

90 3801 臼田中学校 体育館 20 中学校 体育館 RC 2 1,526 2012 H24 8 新 - - - - 長寿命 A A A A A 100

91 3921 浅科中学校 校舎 16 中学校 校舎 RC 3 3,729 1986 S61 34 新 - - - - 長寿命 B B B C C 66

92 3921 浅科中学校 校舎 17 中学校 校舎 RC 1 270 1986 S61 34 新 - - - - 長寿命 B B B C C 66

93 3921 浅科中学校 体育館 19 中学校 体育館 RC 1 1,506 1987 S62 33 新 - - - - 長寿命 B B B A C 74

94 3921 浅科中学校 体育館 25,26 中学校 武道場 S 2 811 1996 H8 24 新 - - - - 長寿命 B B B A B 78

95 3906 望月中学校 校舎 15 中学校 校舎 RC 3 3,121 2013 H25 7 新 - - - - 長寿命 A A A A A 100

96 3906 望月中学校 校舎 16 中学校 校舎 RC 2 906 2014 H26 6 新 - - - - 長寿命 A A A A A 100

97 3906 望月中学校 校舎 17 中学校 校舎 RC 2 2,290 2014 H26 6 新 - - - - 長寿命 A A A A A 100

98 3906 望月中学校 体育館 19 中学校 体育館 RC 1 1,509 2015 H27 5 新 - - - - 長寿命 A A A A A 100

99 3906 望月中学校 体育館 20 中学校 武道場 S 1 295 2016 H28 4 新 - - - - 長寿命 A A A A A 100

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ
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図8　今後の維持・更新コスト（長寿命化型）

（２）　今後の維持・更新コストの把握（長寿命化型）

従来の改築中心の整備から改修による長寿命化に切り替えていくため、計画的な機能向

上と機能回復に向けた修繕と改修を建物全体でまとめていく長寿命化型コストを算定しま

す。長寿命化により80年間建物を使用した場合、今後40年間のコストは796億円（20億円/

年）となり、これは従来型の改築中心の場合の1,054億円（26.4億円/年）より、総額258億円

（6.5億円/年）、約24％の縮減となります。更に、過去5年間の施設関連経費の9割程度に抑

えることができており、長寿命化型に切り替えることの効果が高いことが分かります。また、従

来型に比べてグラフの起伏の幅が小さく、施設関連経費の平準化が実現できています。
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図9　公共施設等の総合的な管理のための基本方針体系図

第４章　学校施設整備の基本的な方針等

１　学校施設の規模・配置計画等の方針

（１）　学校施設の長寿命化計画の基本方針

公共施設等総合管理計画の基本方針　※

ア　佐久市公共施設マネジメント基本方針との関係

公共施設等に関する基本的な考え方として示した「佐久市公共施設マネジメント基本方針」につい

て、「佐久市公共施設等総合管理計画」の策定に合わせ、次のとおり改め、公共施設等の総合的管

理の実現のための取組を進めます。

イ　基本方針設定の考え方

公共施設白書などによる市の状況を総合的に勘案すると、全ての公共施設等を維持し続けること

は、財政的に困難であることが見込まれるため、削減も含めた抜本的な対策を講じる必要がありま

す。

したがって、今後、公共施設等を総合的に管理するに当たっては、まず、公共施設等における

サービスと施設を分けて考え、市全体におけるサービスのあり方とともに、施設の規模や数を適正化

するよう、取り組むことが重要となります。同時に、適正化された施設を適切に管理運営する体制を

構築していくことも必要となります。

このため、具体的な取組を進めるための仕組みの整備や必要な情報の一元的な管理・提供など、

公共施設等の総合的な管理を効率的に進めるための環境を整えていくことが、重要になってきま

す。

このような考え方を実現するため、「量的見直し」、「質的見直し」、「費用負担の見直し」、「管理体

制の見直し」を「４つの見直し」として基本方針の核に位置付け、それぞれの見直しを実現するため

の取組方針を定めます。

ウ　基本方針の体系

　基本方針設定の考え方に基づき、図9のとおり、体系化します。

公共施設等の

総合的な管理の

ための基本方針

a 量的見直し

（a）公共サービスの適正化

（b）公共建築物の複合化、多機能化

（c）統廃合公共施設、低未利用地の活用

（d）将来的な利用者の状況を考慮した公共施設等の配置の適正化

b 質的見直し

（a）公共施設等の⻑寿命化、耐震化の推進

（b）公共施設等の維持管理の効率化

（c）公共施設等の利用促進

（d）新たな事業手法などの導入

（e）バリアフリー化、ユニバーサルデザイン化の推進

c 費用負担の見直し （a）費用負担の見直し

d 管理体制の見直し

（a）情報の一元的管理

（b）公共施設等の総合的な管理のための推進体制の構築

（c）職員の意識改革

（d）市⺠と⾏政の最適化に向けての意識の共有
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※佐久市公共施設等総合管理計画より

（２）　学校施設の規模・配置計画等の方針

基本方針１

　建物の健全度が低い施設の長寿命化改修を進めるとともに、ライフサイクルコストの縮減を目指し、

計画的な予防保全に努めます。また、誰もが安心して学校施設が利用できるように、バリアフリー

化、ユニバーサルデザイン化を推進します。

基本方針２

標準的な学校規模※1をめざし児童生徒数の動向に注視し、統廃合に当たっては、原則長寿命化し

た施設の活用を図っていきます。また、児童生徒の増加傾向にある区域の学校においては、増築ま

たは改修による教室の確保を図ります。

　現在の学級数や児童生徒数の下で、どのような教育上の課題があるのか、また、将来的な児童生
徒数の動向を勘案しながら、総合的な観点から分析を行い、以下の方策を基本としながら、地域の
実情に応じた学校施設の規模・配置計画等の検討を進めていきます。

ア　標準的な規模に満たない学校の方策
　（ア）通学区域の再編
　　　近隣に規模の大きな学校がある場合、対象となる規模の小さな学校の通学区域に規模の大き
　　　な学校の通学区域の一部を編入すること。
　（イ）隣接校との統合
　　　隣接して小規模な学校や標準的な規模の学校がある場合、規模や通学条件などを考慮したう
　　　えで、統合すること。

イ　過大規模※2となる学校の方策 

　   通学区域の再編
　　　近隣に小規模な学校や標準的な規模の学校があり、通学距離や規模等に問題がない場合に
　　　は、通学区域の一部を周辺の学校の通学区域に編入すること。

　　ただし、過大規模となる学校であっても、将来的には児童生徒数の減少が予想されることから、
　次に該当する場合には、施設整備等による対応により、教育環境の整備を図ることを検討します。
　　・一時的に31学級以上となるものの、その後減少傾向となることが見込まれる場合
　
ウ　上記以外の学校
　　　余裕教室や空きスペースの有効活用を進め、転用等の見込みがない場合には、維持管理
　　費削減に向け「減築」を行うこと。

　　　※１ 標準的な規模とは、普通学級で12学級以上18学級以下をいう。
　　　※２ 過大規模とは、普通学級で31学級以上をいう。

公共施設最適化推進方針【学校教育系施設】　※

　将来の児童生徒数の減少に合わせて、統廃合の検討を進めます。

学校施設は、児童生徒が1日の大半を過ごす学習、生活などの場であるとともに、災害時の避難所

として地域の重要な施設であることから、長期的な視野に基づく長寿命化や学校施設改築事業を並

行して進め、児童生徒の安全性の確保と教育環境の改善に努めます。

統廃合以外にも修繕や建替えを実施する場合は、余裕スペースの有効活用を行い、必要に応じ

て、社会教育系施設などの複合化についても検討します。

学校施設の長寿命化計画の基本方針
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図10　改築中心のイメージ

・屋上防水 ・外壁改修

・耐震改修 ・トイレ改修

・空調改修 ・グラウンド改修　等

図11　長寿命化のイメージ

・屋上防水改修 ・防水改修（断熱化）

・外壁改修 ・外壁改修

・設備機器更新 ・開口部改修

・劣化の著しい部位の修繕 ・内部改修（床、壁、天井）

・故障、不具合修繕　等 ・設備改修

・プール改修

・グラウンド改修　等

表5　目標使用年数

経年

経年

事後保全的な改修工事

20～25年目・65～70年目

２　改修等の基本的な方針

（１）　長寿命化の方針

（２）　目標使用年数、改修周期の設定

機能

体育館 80年 築20年・築60年 築40年

長寿命化改修の周期目標使用年数 大規模改造の周期

校舎 80年 築20年・築60年 築40年

改築中心の施設整備計画から、長寿命化による建物の保全に切り替え、機能回復を併用した整備

を行います。以下に長寿命化改修を実施した場合の修繕・改修周期を示します。

改
築
中
心
の
イ
メ
ー
ジ

長
寿
命
化
の
イ
メ
ー
ジ

竣
工

竣
工

築20年目・築60年目

機能回復工事

築40年目

機能向上工事

機能

経年による機能・性能の劣化

経年による機能・性能の劣化

60年 80年40年20年

45年 90年65～70年20～25年

改築大規模改造
（機能回復）

大規模改造
（機能回復）

改築 大規模改造大規模改造 改築

長寿命化改修
（機能向上）

（事後保全） （事後保全）
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図12　改築等の整備水準

第５章　基本的な方針等を踏まえた施設整備の水準等

１　改築等の整備水準

状況の把握による適切な保全と80年サイクルの改築をもとに、良好な教育環境の維持と改善に努

め、イニシャルコストの削減はもちろんのこと、ライフサイクルコストを優先した施設整備を行っていき

ます。

また、学習環境や生活環境の最適化、建物の省エネ化やバリアフリー化、防災防犯面の向上を踏

まえた整備に努めます。

学
習
環
境

生
活
環
境

省
エ
ネ
化

バ
リ
ア
フ
リ
ー

防
災
・
防
犯

多様な学習の場 ICT

トイレのドライ化 木質化

太陽光発電 LED照明

エレベーター 多目的トイレ

防犯カメラ マンホールトイレ

高断熱・高気密化 雨水利用

スロープ
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図13　劣化状況調査票

２　維持管理の項目・手法等

各学校施設の維持管理を効率的に実施することで将来にわたって建物を健全な状態に保つた

め、「劣化状況調査票」を用いて建築基準法に基づく定期調査に併せて点検を実施します。また、

各学校施設の修繕・工事台帳を作成し、計画的な修繕が行えるようにします。
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第６章　長寿命化の実施計画

１　改築等の優先順位付けと実施計画

２　長寿命化のコストの見通し、長寿命化の効果～維持・更新の課題と今後の方針～

建築後20年を目安に大規模改修、建築後40年を目安に長寿命化改修を行うことを基本的

な考えとし、チェックシートに基づいた施設の健全度と統廃合を総合的に勘案し、優先順位

を決めていきます。また、事業の実施にあたっては、優先順位をもとに実施計画を策定して

いきます。

　長寿命化型におけるコスト試算では、今後40年間の維持・更新コストは総額796億円とな

り、改築工事を基本としていた従来型の更新コスト1,054億円に比べて258億円、約24％の経

費を削減できており、長寿命化を導入することで財政面では大きな効果を見込むことができ

ると言えます。

　しかし、学校施設に求められる社会的水準は上昇傾向にあり、長寿命化計画の運用のみ

で財政面の負担を緩和させるには限界があることから、将来の児童生徒数を見込んだ学校

施設の配置や規模、運営面や活用面等において多面的な見直しを行う必要があります。

　今後は、長寿命化計画の実施に向けて、学校ごとの詳細な長寿命化の検討とともに、標準

的な学校規模をめざし、統廃合の検討にも取り組んでいきます。
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本計画は、学校施設の改修や改築の優先順位を検討するためのものであり、実施にあ

たっては、実施計画において実施年度や事業費を精査していきます。また、事業の進捗状

況や劣化状況調査の結果を反映し、必要に応じて見直しを図っていきます。

第７章　長寿命化計画の継続的運用方針

１　情報基盤の整備と活用

２　推進体制等の整備

３　フォローアップ

　工事履歴や点検情報だけでなく、光熱水費などの維持管理費を一元管理していきます。

その上で、児童生徒が安全・安心に使用できる学校施設であるために、適時適切な維持

修繕を行いながら、建物の長寿命化を意識した施設管理を行っていきます。

学校施設の所管課である学校教育部教育施設課が中心となって、本計画をもとにした学

校施設マネジメントを行っていきます。

また、各法令に基づく定期点検に加え、学校職員による日常点検の他、当課の技術職員

による年次点検（概ね1年以内）を実施していきます。
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佐久市教育委員会事務局　学校教育部　教育施設課

〒385-8501　長野県佐久市中込3056番地

TEL 0267-62-2111(代表)　0267-62-3491(直通)

E-Mail kyoikusisetsu@city.saku.nagano.jp

佐久市　学校施設の長寿命化計画

令和３年３月策定


